
り市＠女神湖

＊＊＊＊その仕組みは

１、朝9時までに、蟹窪の今井さん宅まで、各生産者から野菜を届ける。

（地図あり、山浦妙子さん宅前）

２，各自、伝票を切って、日付、野菜名、価格、数量、生産者名を記入。

最低２枚複写とし、1枚を手元に、もう一枚を商品の箱に添付する。

３，お野菜は出荷外れ、省きで結構。1品目でもOK.

（いわゆる市場に出荷できない、形、少量などの訳あり野菜でＯＫ）

４，計算しやすいように、販売しやすいよう一本、あるいは1袋100円、200円など

、単位を簡単にする。

５，納品額合計の10％を販売手数料、１０％を配送手数料として支払う。

（配送費は最低保証は1,000円とする）

生産者の手取り利益は80％とする。販売者は売り切る努力をする。

６，伝票は各自で管理し、シーズンが終わったら精算する。

7、第1回目がうまくいったら、夏の間毎週、開催希望。

販売場所は「女神湖駅」、たくさんあるときは複数場所に置く、
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立科町のおいしい新鮮なお野菜を「山のみな
さんにもお届けしたい」ということで、一つのプロ
ジェクトが始動しようとしています。里と山を繋げ
る直送便。省き野菜が新たに価値を生み、山の
みなさんも安価で新鮮な野菜が手に入ります。
販売者も利益を手にできます。
「３方良し」の新たな取り組みです。
7月30日（日）からまず始めてみよう、ということ
で、産直市を始めます。


